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◆ごあいさつ…………………………………… 2p
。沖縄県食品衛生協会 会長 :佐久本 武

・沖縄県保健医療介護部薬務生活衛生課課長:平良勝也

◆各支部活動 (南支部)………Ⅲ……………・……… 3p
(】ヒ吉呂支吉F)

(那覇支部)…

(宮古支部)

(中部支部)…

(八重山支部)

4p

◆代議員。理事・監事名簿

◆安心して日本の食事を楽しんでもらうために… 7p

◆令和6年度 食品衛生関係表彰 ………
・厚生労働大臣表彰
。日本食品衛生協会会長表彰
。日本食品衛生協会理事長表彰

・厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰

8p

6p
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5p

【沖縄県食協本部短信】

令和 6年度は、10年ぶりの沖縄県開催の九州ブロック大会を開催し、その決算も無事終了する予定です。

今年度は、改めて、食品衛生指導員活動の原点である「手洗い」の重要性について、特に重点的に取組

む予定です。あなたの街の「手洗いマイスター (食品衛生指導員)」 の活動にご注目ください。 (担当 I)



第20号 令和 7年 6月  (2)

圏

会
長
あ
い
さ
つ

一
般
社
団
法
人

沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会

会
長
佐
久
本

武

令
和
７
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た

っ

て
、　
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
は
、
沖
縄
県
で
１０
年
ぶ
り
に
日

本
食
品
衛
生
協
会
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
数
の
皆
様

に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

厚
生
労
働
省
、
沖
縄
県
知
事
を
含
め
ご

来
賓
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
沖

縄
県
内
で
の
食
品
衛
生
協
会
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
県
内
に
お
い
て
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

へ
伴
う
経
済
活
動
の
再
開
に
合
わ
せ
る

よ
う
に
食
中
毒
事
故
も
増
大
し
て
い
ま

す
。
ひ
と
た
び
大
事
故
が
発
生
す
る
と
、

観
光
立
県
沖
縄
へ
の
風
評
被
害
等
の
大

き
な
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
に
加
え
、
観
光
需
要
の
急
激

な
回
復
に
伴
い
、
厳
し
い
人
手
不
足
に

も
陥
っ
て
お
り
、
沖
縄
県
の
食
品
業
界

の
課
題
は
極
め
て
複
雑
な
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
日
本
食
品
衛
生
協
会
が

推
進
し
て
お
り
ま
す

「食
の
安
心

・
安

全

・
五
つ
星
」
事
業
は
、
食
品
衛
生
指

導
員
活
動
の
活
性
化
お
よ
び
食
品
衛
生

協
会
の
組
織
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

食
品
等
事
業
者
に
お
け
る
食
品
衛
生
の

自
主
衛
生
管
理
を
推
進
し
、
消
費
者
に

対
し
て
食
品
衛
生
対
策
の
適
切
な
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
当
協
会
に
お
い
て
も
本
事
業
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
に
加
え
て
、

那
覇
市
保
健
所
と
の
連
携
に
よ
り

「那

覇
市

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
実
施
検
証
事

業
」
に
引
き
続
き
取
組
み
、
地
域
に
根

ざ
し
た

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿

っ
た
衛
生

管
理
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

私
た
ち
食
品
衛
生
協
会
の
重
要
な
使

命
は
、
食
品
を
め
ぐ
る
自
主
管
理
体
制

構
築
の
推
進
役
と
し
て
、
会
員
や
食
品

関
係
事
業
者
に
対
し
、法
改
正
の
内
容
、

特
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
ス
ム
ー
ズ
な
導

入
に
つ
い
て
指
導
支
援
を
行
い
、
行
政

と
連
携
し
な
が
ら
食
品
衛
生
管
理
に
関

す
る
取
り
組
み
を
広
く
消
費
者
へ
周
知

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

今
年
度
も
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
の

益
々
の
発
展
の
た
め
、
皆
様
方
の
格
別

の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ロ

ご
あ
い
さ

つ

沖
縄
県
保
健
医
療
介
護
都

薬
務
生
活
衛
生
課

課
長
平
良
　
勝
也

一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
食
品
衛
生
協

会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
食
品
関
連

営
業
施
設
へ
の
巡
回
指
導
や
食
品
衛
生

責
任
者
養
成
講
習
会
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
講
習
会
の
開
催
等
、
本
県
の
食
品

衛
生
行
政
の
推
進
に
多
大
な
る
お
力
添

え
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
私
は
、
平
成
３。
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
当
課
で
食
品
衛
生
行
政
に
携
わ

っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
最
前
線

で
業
務
を
行
う
感
染
症
対
策
課
等
に
配

属
さ
れ
、
こ
の
５
年
間
、
感
染
症
と
の

闘
い
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
度
、
５
年
ぶ
り
に
再
び
当
課

に
着
任
し
、
貴
協
会
の
皆
様
と
と
も
に

改
め
て
食
品
衛
生
業
務
に
携
わ
る
こ
と

と
な
り
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
感
染
症
対
策
課
等
で
の
経
験
を
通

し
て
培
っ
た
知
識
と
危
機
管
理
能
力
を

活
か
し
、
食
中
毒
対
策
を
は
じ
め
と
す

る
食
品
衛
生
業
務
に
こ
れ
ま
で
以
上
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
。
さ
て
、沖
縄
県
の
国
内
観
光
客
数
は
、

２
年
連
続
最
多
を
更
新
す
る
な
ど
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
が
顕
著
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
７
月
末
に
は
、
県
内

初
と
な
る
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク

「ジ
ャ

ン
グ
リ
ア
沖
縄
」
の
開
業
も
控
え
て
お

り
ま
す
。

今
後
さ
ら
な
る
観
光
客
の
増
加
が
見
姿

ま
れ
る
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

食
の
安
全
安
心
は
観
光
振
興
の
基
盤
で

あ
り
、
大
変
重
要
な
要
素
で
す
。

県
と
し
ま
し
て
も
、
観
光
客
や
県
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
沖
縄
の
豊
か
な
食

を
楽
し
め
る
よ
う
、
引
き
続
き
貴
協
会

と
よ
り

一
層
連
携
し
、
食
品
等
事
業
者

へ
の
食
品
衛
生
思
想
の
普
及
啓
発
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
運
用
技
術
支
援
等
に
取
り
組

み
、
食
品
衛
生
対
策
を

一
層
推
進
す
る

こ
と
で
安
全
な
食
環
境
の
実
現
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
県
及
び
那
覇
市
の
食
品

衛
生
行
政
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鐵口  鰯



(3)令和 7年 6月 第20号

臼
更
Ⅷ
田
麟
盟
田

守
―

合
同
指
導
員
研
修
会
を
開
催

′

令
和
６
年
１０
月
２９
日
か
ら
３０
日
に
か
け

て
、
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
南
支
部
と

北
部
支
部
の
合
同
指
導
員
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
初
日
は
森
永
乳
業
や
御

菓
子
御
殿
の
工
場
見
学
を
行
い
、
衛
生

管
理
の
実
践
的
な
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
名
護
市
の
ホ
テ
ル
ゆ

が
ふ
い
ん
お
き
な
わ
に
て
研
修
会
を
行

い
、
「
県
内
の
食
中
毒
発
生
事
例
に
学

ぶ
そ
の
原
因
と
対
策
」
で
は
、
北
部
保

健
所
生
活
衛
生
班
の
伸
宗
根
猛
智
氏
を

講
師
に
迎
え
、
実
際
の
事
例
を
も
と
に

現
場
で
求
め
ら
れ
る

対
応
力
や
予
防
策
に

つ
い
て
深
く
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
南
支

部
指
導
員

・
幸
地
利

恵
氏
に
よ
る

「全
国

指
導
員
研
修
会
の
報

生
Ξ
、

同
部
会
長

・

仲
本

明
氏

に
よ

る

「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

に
基
づ
く
衛
生
管
理
活

動
」
も
行
わ
れ
、
今
後
の
現
場
指
導
に

直
結
す
る
有
意
義
な
内
容
と
な
り
ま
し

た
。
夜
に
は
北
部
支
部
と
の
懇
親
会
も

開
か
れ
、
支
部
間
の
交
流
と
情
報
共
有

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
日
目
は
津
嘉
山
酒
造
所
や
民
族

資
料
博
物
館
の
見
学
を
通
じ
て
、
伝
統

的
な
製
造
現
場

や
食
文
化

へ
の

理
解
を
深
め
ま

し
た
。
充
実
し

た
２
日
間
と
な

り
、
今
後
の
指

導
員
活
動
の
質

向
上
に
大
い
に

寄
与
す
る
有
意

義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

4:ylき亀多 ,ほ子三じE馨
|
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南
　
支
　
部

食
中
毒
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
′

北
部
支
部
は
、
令
和
６
年
度
新
指
導

員
３
名
の
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
始
め

は
、
先
輩
指
導
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
な
が
ら
、
巡
回
指
導
を
行

っ
て
い

ま
し
た
。
今
で
は
、
積
極
的
に
指
導
員

と
し
て
の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

北
部
地
区
は
、
今
年
の
夏
テ
ー
マ
パ
ー

ク
ジ
ヤ
ン
グ
リ
ア
が
開
業
し
ま
す
。
開

業
に
伴
い
、
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
盛
り
上
が

っ
て
い
き

そ
う
で
す
。
北
部
地
区
指
導
員
の
数
は

多
く
は
な
い
で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力

し
な
が
ら
巡
回
指
導
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

目
指
せ
食
中
毒
ゼ

ロ
ー

オリエンテ
マニ ュ

ション

ル

指導員による、講習会時のオリエン

テーションマニュアル作成にも取り

組んでいます。

一

力
声

北

部

支

部



令和 7年 6月  (4)第20号

Lると,とこと

指
導
員
研
修
会

・
合
同
祝
賀
会
開
催
′

令
和
６
年
１２
月
１８
日

「食
品
衛
生
指
導
　
覆
穀
コ
顆
調
↓
―
．

員
研
修
会
」
が
マ
リ
エ
ー
ル
オ
ー
ク
パ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
那
覇
市
保
健
所
生
活
衛
生
課
監

視
員
の
翁
長
正
行
様
、
沖
縄
県
食
品
衛

生
協
会
専
務
理
事
の
伊
志
嶺
哉
様
の
２

名
を
迎
え
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

や
巡

回
指

導
に
関
す
る
最
新
情
報
を
教
え
て
頂

き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
後
、
新
規
指
導
員
手
帳
交
付
式

・

全
国
大
会
合
同
祝
賀
会
を
開
催
し
、
日

本
食
品
衛
生
協
会
食
品
衛
生
功
労
者
受

賞
の
城
間
雅
啓
様
、
日
本
食
品
衛
生
協

会
理
事
長
表
彰

の

又
吉
康
文
様

の
お

祝
い
を
し
ま
し
た
。

巡

回
指
導
を
含
め

た
指
導
員
活
動
も

今
後
さ
ら

に
活
発

化

さ
せ

て
、
那
覇

支
部
を
盛

り
上
げ

て
い
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

甘|

那

覇

支

部

0
員
年
研 会・懇議 会∴衛虫指導

今 舶

唾
一

宮

古

支

部

安
心

・
安
全
な

「食
」
の
環
境
作
り
で

宮
古
支
部
で
は
、
地
域
に
お
け
る
食

品
衛
生
の
向
上
と
安
全
な
飲
食
環
境
の

確
保
に
向
け
、
年
間
を
通
じ
た
巡
回
指

導
お
よ
び
受
動
喫
煙
対
策
に
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
月
開
催
し
て

い
る
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
巡

回
の
進
捗
状
況
の
確
認
を
は
じ
め
、
新

規
開
業
店
舗
や
衛
生
管
理
に
課
題
の
あ

る
店
舗

の
情
報
共
有
を
行

い
、
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。令
和
６
年
度
の
巡
回
指
導
目
標
は
６４０

件
、
受
動
喫
煙
調
査
指
導
は
‐５０
件
と
設

定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
的
な
実

績
は
巡
回
指
導
７２２
件
、
受
動
喫
煙
指
導

３４８
件
と
、
い
ず
れ
も
日
標
を
大
き
く
上

回
る
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
結
果
が
得
ら
れ
た
背
景

に
は
、
指
導
員
を
グ
ル
ー
プ
に
編
成
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
地
域
を
決
め
て
効
率

的
か
つ
計
画
的
に
巡
回
を
進
め
た
体
制

づ
く
り
の
工
夫
が
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
、
特
筆
す
べ
き
は
、
離
れ
た

場
所
で
営
業
し
て
い
る
店
舗

へ
の
巡
回

を
担

っ
た
指
導
員
の
尽
力
で
す
。
宮
古

島
の
地
理
的
特
性
上
、
郊
外
や
離
島
な

ど
ア
ク
セ
ス
の
難
し
い
場
所
も
多
く
、

時
間
や
労
力
を
要
す
る
巡
回
と
な
り
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
粘
り
強
く
現
場
に
足

を
運
び
、
丁
寧
な
指
導
を
継
続
し
た
指

導
員
の
姿
勢
が
、
巡
回
件
数
の
増
加
と

目
標
達
成
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に
伴

っ
て
飲

食
店
の
新
規
オ
ー
プ
ン
が
相
次
ぎ
、
さ

ら
に
地
域
イ
ベ
ン
ト
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど

野
外
で
の
飲
食
提
供
機
会
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
巡
回
指
導
の
必
要
性
は
よ

り

一
層
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
定
期

的
に
合
同
巡
回
指
導
も
実
施
し
、
複
数

名
体
制
で
重
点
的
に
地
域
を
回
る
取
り

組
み
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
は
支
部
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
作
成
し
、
巡

回
時
に
着
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民

や
事
業
者

へ
の
活
動
認
知
と
信
頼
の
向

上
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
変
化
す
る
地
域
の
飲
食
環

境
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
全

・
安
心
な

「食
」
の
提
供
体
制
を
支
え
る
ベ

く
、
指
導
員

一
丸
と
な
り
地
道

な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

聟



(5)令和 7年 6月 第20号

中

部

支

部

奎
ハ十
五
回

「九
州
ブ

ロ
ッ
タ
大
会
」

去

っ
た
七
月
十
七
日

（
水
）
か
ら

十
八
日

（木
）
の
日
程
で
、
今
回
は
私

た
ち
沖
縄
県
が
開
催
地
で
す

「宜
野
湾

市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

劇
場
棟
」
に
て
、
「
第
六
十
五
回
公
益

社
団
法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
支
部

（北
部

。
中
部

・
那
覇

。
南

・

宮
古

・
八
重
山
）
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す

る
場
所

へ
行
き
、
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い

ま
し
た
。

私
は
、
今
回
は
舞
台
裏

で
し
た
の

で
、
テ
ー
ブ
ル
の
配
置
が
主
な
作
業
で

し
た
。
そ
の
訳
は
と
申
し
ま
す
と
、
５

日

（水
）
か
ら
の

「公
益
社
団
法
人
日

本
食
品
衛
生
協
会
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
連
絡

協
議
会
」
へ
参
加
出
席
の
た
め
で
し
た
。

午
前
十
時
よ
り
、
「第
六
十
五
回
公

益
社
団
法
人
日
本
食
品
衛
生
協
会
九
州

ブ

ロ
ッ
ク
大
会
」
が
始
ま
り
、
開
会
の

言
葉
か
ら
、
表
彰
、
来
賓
祝
辞
、
祝
電

披
露
、
特
別
講
演
と
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進

行
し
、
次
に
九
州
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
代
表

二
名

（福
岡
県
支
部

・
沖
縄
県
支
部
）

中

田

政

文

の
食
品
衛
生
指
導
員
体
験
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
私
も
、
九
州
沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク

代
表
と
し
て
平
成
二
十
年
に

「北
九
州

国
際
会
議
場
」
で
発
表
し
た
事
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
緊
張
は
、
今

ま
で
に
な
い
ド
キ
ド
キ
と
緊
張
で
言
葉

を
発
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。
今
回
体

験
発
表
さ
れ
た
方
々
は
、
す
ご
く
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。

舞
台
裏
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
が
出
来

ま
し
て
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

八

重

山

支

部

八
重
山
支
部
の
離
島
巡
回

昨
年
度
八
重
山
支
部
で
は
、
指
導
員

養
成
講
習
会
を
行
い
、
新
た
に
１２
名
の

新
規
指
導
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回

は
竹
富
町
内
か
ら
の
新
指
導
員
が
、
や

る
気
に
溢
れ
て
お
り

早
速
離
島
巡
回

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新
指

導
員
の
今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

八
重
山
支
部
は
、
石
垣
島
を
は
じ
め
竹

富
島
、
小
浜
島
、
黒
島
、
新
城
島
、
西

表
島
、
鳩
間
島
、
有
人
島
で
は
日
本
最

南
端
の
波
照
間
島
な
ど
の
石
西
礁
湖
周

辺
の
島
々
と
西
に
離
れ
た
日
本
最
西
端

の
与
那
国
島
の
１２
の
有
人
島
が
あ
り
、

竹
富
島
に
２
名
、
西
表
島
に
５
名
、
黒

島
に
３
名
、
小

浜
島

に
１
名
、

与
那
国
島
に
３

名
の
指
導
員
が

い
て
石
垣
島
の

指
導
員
と
協
力

し
て
各
島
々
の

巡
回
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

h

|

▲指導員養成請習会

▲ 黒島巡回調査票記入の様子▲ 西表島巡回



第20号 ⑥食協ウチナー 令和 7年 6月  (6)

中
部
支
部

命
数
４７
色

去
る
４
月
２‐
日
、　
一
般
社
団
法
人
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
代
議
員
選
挙
管
理
委
員

会

（与
那
覇

悟
委
員
長
）
は
、
４
月
２‐
日
か
ら
代
議
員
へ
の
立
候
補
を
受
け
付
け
る

こ
と
を
告
示
し
、
４
月
２７
日
に
立
候
補
を
締
め
切
り
ま
し
た
。
結
果
、
定
数
内
の
立

候
補
で
全
員
、
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。
当
選
者
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

一

般
社
団
法
人
沖
縄
県
食
品
衛
生
協
会
会
長
に
報
告
さ
れ
、
会
長
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

食
協
ウ
チ
ナ
ー
の
紙
上
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
支
部
や
当
選
者
に
通
知
し
ま
し
た
。

′l田
　
場

嘉
手
納
　
江
利
子

安
慶
名
　
恵
津
子

平

良

和

美

イ中
本寸
渠

狩友仲
俣寄間

淳綾
子

平崎野安

濱原里

中中伊 田登仲新平員戦高玉
膿      喜  江

田田門中 村崎江志 間渉‖城

仁政
客
和広清盛俊清次章哲

文 さ三明美也和子男  榮

儀城比 島崎安松川崎

間間嘉袋原村本上原

伸れ誠―太弘静 明正
し`
彦 子  貴作充子登治

池
宮
城

佐 高城
久
本嶺 間

登
野
城

与上宮宮玉張村金米高高渡金中伊
那           久   志
嶺原城城木本野城須嶺 良地城村嶺

崎松伊具仲名上平照友 白知知幸仲 呉岸仲比
志   運

山本波堅村護天  屋利井念念地元屋本里嘉

宮 曽イ中
不

根里 山

聖和順真 常妙朝浩幸徳聡勇恵初和富敏正千義清保静 昌盛秀朗朝 時
由              加

子樹子美春子啓仙美秀  貴美江子夫夫  子浩   江悟幸英  一子

長久翁

嶺高長 浜

イ中
ポ

根

初千妙

美代子

長金又仲吉知仲川辻金大 山野金知渡上宮宮大
久

浜武吉里田花 田満井戦城城原城念 山原城胡城

幸勝優文健―和留渉光聡裕恵京力秀早健―幸

恵徳子雄人史男美  成   子郎  治苗  男哉

次唯功 英正栄有買英勝善敬正泰政仁聡哉武貞雅

江光武盛敏喜作  龍子憲  人雄也     裕啓

宮藤平奥砂砂

國田戸平川川

久雄新幸昭靖
美
子太也 司範夫

崎
原
　
正
治

島
袋

　

一
貴

玉
城
　
哲
榮

高
江
洲
　
章

城
間
　
次
男

中
田
　
政
文

宮
里
　
朗

仲
元

清

伊
波
　
幸
美

友
利
　
為昌
夫

上
運
天
　
恵
美

平
江
　
俊
和

松
本
　
浩
仙

城
間
　
雅
啓

高
嶺
　
貞
裕

佐
久
本
　
武

伊
志
嶺
　
哉

去
る
５
月
２０
日
に
告
示
さ
れ
ま
し
た
理
事

・
監
事
の

選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
、
代
議
員
選
挙
に
準
じ
て

一
週

間
の
立
候
補
期
間
を
定
め
５
月
２７
日
に
締
め
切
り
ま
し

た
。
結
果
は
定
数
内
の
立
候
補
者
で
全
員
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。
次
は
当
選
者
の
氏
名
を
報
告
し
ま
す
。

玉具外金上新

城志 間城原垣

鷹沙有永 昌ス

雄織 里 勇光子

根 宮鍋興赤
刃呂

原良倉國 山

哲幸大英丈

也男 雄人

東市石玉木砂松野
代

漬成原勢村サ|1原 原

み寿孝 り好ゆ香史
ず     代
き子子み孝 り子行

渡
久
地
　
政
也

上
原
　
早
苗

赤
山
　
丈
人

興
那
國
　
英
雄

鍋
倉
　
大

砂奥金仲大宮
川平武里城城

昭幸勝文幸健
範司徳雄哉

金
城
中
本寸

Ｌ北
部
支
部
定
数
９
色
ｒ

臨

発
誠

生
協
会

代
議
員
当
選
者
名
簿

那
覇
支
瀞

足
敦
２７
む

宮
古
支
部
紀
数
６
色

南

支

部

豪

響

翻
牡
奮子
（定
数
３。
名
）

理
事

。
監
事
当
選
者
名
簿

八
重
山
支
部

£
数
１３
も

陛血
士静
（定
数
３
名
）

博
美

仁 聡



(7)令和 7年 6月 ◎食脇ウチナー 第20号

安▼bして日本での食事を楽しんでもらうために
現在、沖縄を訪れる訪日外国人の方々と県内で働 く技能実習生の方々が非常に増加 しています。日

本での食事を、安全に美味しく楽 しむためのリーフレット (英語、フランス語、スペイン語、中国

語、韓国語、タイ語)、 ならびに食品事業所で安全に働いてもらうためのリーフレットが公開され

ています。これらのリーフレットを活用 して、自店での食中毒予防にお役立てください。

ぬ Ⅲ嘲 淑 陣 4
§く,∩句衛量贔奮練

○訪日外国人に対する食中毒
予防に関するリーフレット

(厚生労働省 )

○英語版HACCPの考え方を取り入れた衛生
管理 リーフレット (日本食品衛生協会 )
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具志堅前会長の叙勲祝賀会開催

」APAN FOOD HYGIENE ASSOCIA「 ON

令和2年春の叙勲において、沖縄県食品衛

生協会前会長の具志堅健秀氏が旭日双光

章を受章されました。これを祝 し、令和7

年3月 10日 に沖縄県沖縄市のNBCに て、沖

縄県食品衛生協会主催による叙勲祝賀会

が開催され、約150名 が出席 しました。当

日は、沖縄県の糸数保健医療介護部長、

うるま市の仲村市長、日本食品衛生協会

の水野常務理事をはじめ多くの来賓が駆

けつけ、和やかかつ厳かな雰囲気の中で

具志堅氏の栄誉を称えました。

‖ACCPの 雪え方を取
''入
れた菌生機

Action
List

ー

中

○糸数保健医療介護部長(沖縄県) ○水野常務理事(日本食品衛生協会)   ○仲村市長(うるま市)



第20号 令和 7年 6月  (8)

6

城問雅啓
(那覇支部)

鍋倉 大
(八重山支部)

松本静子
(北部支部)

上地 哲史
(南支部)

喜友名 康幸
(中部保健所)

上江洲 小百合
(南支部)

城間 れい子
(北部支部)

宮良幸男
(八重山支部)

玉代勢 光子
(八重山支部)

佐藤 まどか
(中央食肉衛生検査所)

又吉 康文
(那覇支部)

仲村 清美
(中部支部)

親川 雅浩
(南支部)

◇雀湿榊樺効嚇著

◇禽鰯田義靭

令和6年度食品衛生関係表彰

粗覗


